
令和４年度蔵書点検報告書 

 

１. 蔵書点検概要 

実 施 期 間   令和４年６月１４日(火)～６月１９日(日)（実働６日間） 

 

実 施 場 所   図書館及び各地域図書室 

 

作 業 人 数   職員３人、会計年度任用職員１７人 

 

蔵書点検方法   ①蔵書のバーコードを読み取り、所蔵データと突合させる。 

②突合後、何らかのエラーがあった資料を確認・修正する。 

③データ上在架だが、読み取れなかったデータを不明候補とす

る。不明候補の資料を探し、発見できれば所蔵扱いとする。 

④更新処理を行い、最終的に残った不明候補を不明資料とする。

（後日発見できれば所蔵扱いとなる。） 

＊ハンディターミナル１４台使用 

 

２. 蔵書点検結果 

蔵 書 数     ２１６，７９４点  （令和４年５月末現在の蔵書数） 

 

不 明 数     ２０１点  （前回蔵書点検以降に不明となったもの） 

 

不明資料の取扱  図書館システム上データは残り、「蔵書点検不明」と表示される。 

蔵書点検後に発見されたものは、所蔵扱いに戻すことができる。 

長期間に亘り発見されないときは、廃棄基準に従って処理する。 

 

 

３. 不明となった原因 

・ 資料除籍時の処理漏れ 

・ 貸出処理をせずに館外に持ち出されている 
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